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＜外来情報＞

・切明　茂雄様～58歳、うつ病。頭がしびれる感じがすることや、左のわき腹が痛いとの訴えが聞かれる。5月3日（火）に抗うつ薬がサインバルタンへ変更となっており、変更後より頭のしびれることや左のわき腹が痛いなど症状が出現している。5月6日（金）に症状が続いているため、自身で救急車を呼び、軽米病院へ救急搬送となる。軽米病院では検査などの異常はなく、サインバルタンの副作用ではないかとのことで、5月10日（火）当院を受診されている。医師より、抗うつ薬変更により、血液中の薬の効果が少なくなったために、症状が出現によるものであり、副作用ではないこと説明しています。副作用がでる量ではないこともあわせて説明しています。効果が得られるまで、時間がかかること、抗うつ薬が追加処方となっています。診察後もフラフラすることなど症状訴えきかれ、セルシン（10）1/2A施行しています。その後訴えなく帰院されています。入院希望がある際には、受け入れることも説明しています。
＜入院予定患者様＞

・吉田　良子（よしだりょうこ）様～73歳（女性）　
主病名：統合失調症　主治医：田名部Dr　SW：三浦

＜経過＞

平成23年1月より外来受診を拒否され、娘様が薬のみの来院となっていたが、H23年2月が最後となっている。平成23年１月より、センナリドのみを服用し残りをすべて捨てていたとの事。空笑・独語・幻視等が出現し、夜間の睡眠も不安定で日常生活リズムも不規則となっている。5月5日布団の上で手足をばたつかれながら叫ぶことなど精神症状の悪化し家族対応困難となり、電話相談がある。5月10日（火）　安ヶ平Dr・三浦SW・娘様・おいらせ町の保健婦・外来Nsで面を実施し、入院をして症状を安定させ、ご家族と共に病識・服薬の重要性の確立を図る事が必要な事を説明している。本人様の拒否が強いため、必要であれば警察署の生活安全課への協力依頼も可能なこと説明しています。ご家族で相談し、警察署の生活安全課の協力して頂き、受診をするとのことで、5月16日（月）12時受診・入院予約となっている。
